
平成26年３月

平成25年度 活動報告書

学生による地域活性化プログラム



 

ご あ い さ つ 
 
 
地域活性化プログラムも今回で 7 年目になります。今回から文科省の「地（知）の拠点

事業（COC）」の一環としての位置づけがなされ、面目を一新して－というには代わり映

えしませんが－再スタートすることになりました。  
COC 事業は、大学（だけではなく高等専門学校もですが）の「地域貢献」をさらに促す

ものです、大学が行うのは教育であり研究なのですが、それを通じて、さらには積極的に

直接行動に出ることによって地域のさまざまな課題解決に寄与し、お役に立っていこうと

するのが地域貢献ということであろうかと認識しています。  
これまでのプログラムの中で学生と地域の方々がいろいろな形で接触し、さまざまな活

動を行ってまいりました。中には「若い学生さんが地域の中に入ってきてくれるだけで樹

分です」というご意見もありましたが、さらにプラスしてもっと地域のためになることを

しなければならないと考えています。  
山本五十六ではありませんが、人を教育するということは単に「言って教える」だけで

はなく、「やってみせ、言って聞かせてさせてみて」という実体験、言葉は悪いかもしれま

せんが「身体で覚える」という要素があることは事実でしょう。このような貴重な場を提

供していただいた地域の方々には、厚く御礼申し上げる次第です。  
本学は開学以来、「去華就實」「社会に役立つ人間となれ」をモットーとしています。ど

こかで述べたことですが、私の好きな言葉（というよりも祖父の実家がお寺だったので何

度も言われた言葉）に、最澄上人の「一隅を照らす、これ則ち国の宝なり」というのがあ

ります。読み方解釈は種々あるようですが、得意技を持て、得意技を一生（一所？）懸命

やることが世の中にとって一番有効なことである－というように理解しています。  
言葉を代えて言うとゼネラリストよりはエキスパートたれということでしょうか。本プ

ログラムは地域が、あるいは組織というものがどのようなエキスパートの集まりでなりた

っているかを知る、さらに地域が機能し発展していくためにはどのような得意技（これも

言葉を代えていうなら比較優位）を持たねばならないかを実感するためにも必要なことだ

ろうと思います 
地域交流、実社会との連携を行っている教育機関は他に数多くあると思います。東日本

大震災の後も、被災地の支援を正課の中で取り上げた大学のあることが報告されています。

ただ、本学のような形で長期間地域との関係を築き上げているものはあまりないのではな

いかと自負しています。地域の方々にとってはご迷惑なことかも知れませんが、次世代の

若者の成長のためによろしくお願いする次第であります。                     

平成２６年３月 

学長 内藤 敏樹



第１章 学生による地域活性化プログラムの概要 

 

1.1 プログラムの位置づけ 

「学生による地域活性化プログラム」は、「平成19年度採択文部科学省現代的教育ニー

ズ取組支援プログラム（現代ＧＰ） 学生による地域活性化提案プログラム－政策対応型

専門人材の育成－（平成19年度～21年度）」（略して、地域活性化ＧＰ）を継続的に行う取

組であるが、提案にとどまらず具体的な行動を学生が行うことによって、学生の社会人基

礎力と地域貢献を目指すものである。 

地域活性化ＧＰは、長岡市の総合計画を題材に地域活性化提案を行うものであったが、

本プログラムは「NPO法人長岡産業活性化協会（NAZE）との共同研究」や「地域コミュニテ

ィ」など、広く中越地域や新潟県を対象とした取組である。また、活動は本学３，４年生

のゼミを基本とするが、ゼミを越えたチーム・任意団体でも良い。 

（注）「学生による地域活性化提案プログラム－政策対応型専門人材の育成－」について

は、長岡大学ブックレット第16号『長岡大学教育プログラムⅥ 学生による地域活

性化提案プログラム－政策対応型専門人材の育成－』を参照されたい。 

 

1.2 プログラムの概要 

(1) プログラムの内容 

長岡市は三度にわたって11市町村で合併したが、新市として発展する上で様々な地域課

題の解決に迫られている。また、地域主権の考えのもとに「新潟県と新潟市が合併する新

潟州構想」や「長岡市人口40万人都市構想（平成25年の人口は28万人）」もあり、地域問題

は益々広域化し、より独自の方向性の検討が期待されている。 

本プログラムにおいては、学生グループが長岡地域や新潟県の課題を対象に実地に調査

研究を行い地域活性化方策の提案・地域活性化の実践を行う。これによって、学生の社会

人基礎力、企画・提案力の開発と地域活性化への貢献を同時に実現することを目的とする。 

本プログラムの内容は、①問題解決型教育＝体験・参加型教育の実践として、②長岡地

域および新潟県内、またより一般的に地域の課題（環境、福祉、市民生活、産業等）をゼ

ミナール（３年次，４年次）のテーマとしてとりあげ、③ゼミナールの学生グループがテ

ーマごとに設ける地域連携アドバイザー（市担当者、関係団体の職員等）との緊密な連携

と専門教員の指導の下に、④専門知識とスキルを応用してフィールド調査等の作業を行い、

⑤地域活性化に貢献するとともに、その活動を広報し、地域社会にフィードバックする、

ことである。 

 

(2) プログラムの趣旨・目的 

長岡大学は地域の産業界のニーズに対応した「幅広い職業人」の育成を第一の使

命として設立された。長岡大学の教育の基本は社会人基礎力とビジネス展開能力

（企画力、提案力）の育成、ビジネスの現場に直結した専門的な知識とスキルの習

得である。この考えを実現するため、地域の産業界との緊密な連携の下に実践的教

育を展開する「産学融合型専門人材開発プログラム－長岡方式－」を確立した。 

本プログラムは既に確立している長岡大学の教育プログラムをさらに発展させ、
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産業界だけでなく、まちづくりや生活環境の改善など地域社会のニーズにも貢献で

きる人材を育成することを第一のねらいとしている。長岡地域は、この９年の間に

「７．１３水害」、「中越大震災」、「豪雪」と多くの災害にみまわれてきた。そのよ

うな経験の中で、地域社会が必要とした人材は、自分で判断して行動できる実践力

のある人材であった。本取組は、学生をこのような地域が求める人材に育て上げる

ことを目的としている。 

 

(3) 学生教育の目標、養成する人材像 

本学の基本理念に対応して、長岡大学改革宣言（平成16年10月発表）において、

本学の教育の目標を次のように掲げた。 

地域社会、地域の企業と連携し、地域の産業界のニーズに直結した長岡大学

独自の「ビジネス能力開発プログラム」を展開し、ビジネスを発展させるた

めの企画を立て、提案し、実行させる能力と人間力のある人財を創造する。

さらに、学生に対して「毎日の学生生活で充実感を、レベルアップを確認して達

成感を、卒業のときに4年間を振り返って満足感を」実感してもらうことを約束し

ている。 

本取組は、上記のような本学の教育の目標と学生に対するコミットメントを達成

することと、本学の基本理念を具体的に実践することを目指した教育プログラムの

一環である。 

本プログラムは、産業界ばかりでなく、市民活動やＮＰＯ等の非営利的な活動を

も含めて、地域社会と連携し、地域の活性化に貢献できる実践力のある人材育成を

目指すものである。 

 

(4) 設定する学生教育の目標と養成する人材像のニーズ 

本取組における学生教育の目標は、 

① 社会人基礎力(アクション力、シンキング力、チームワーク力)の向上 

② ビジネス展開能力（企画・提案力・実行力）の向上 

③ 専門的技法に関するスキルの向上 

である。 

専門的技法として学習するものは、情報・データ収集技法（情報検索、インター

ネット活用）、統計分析技法（統計の読み方、表計算ソフトの応用）、社会調査技法

（アンケート、インタビュー）、レポート作成法、プレゼンテーション技法などで

ある。なお、専門的技法については「学生による地域活性化提案プログラム－政策

対応型専門人材の育成－ 平成19年度活動報告書」（平成20年３月、長岡大学）を

参照されたい。 

上記の能力と技法を身につけ、実際に長岡地域の社会的問題に関わった学生は、

地域社会が必要とする、自分で判断して行動できる実践力のある人材として歓迎さ

れると考えている。 

Ⅰ- 2 



 

(5) 目標を達成するための教育プログラム 

本プログラムは、３、４年次のゼミナールにおける問題解決型教育（Problem-based 

Learning、Project-based Learning、ＰＢＬ）＝体験・参加型教育の実践により、学生の

企画・提案力の向上を図ろうとするものである。プログラムは大きく、 

① 実課題の設定（地域社会が実際に解決したいと考えている問題を理解した上

で、取り組むべき実課題の設定を行う） 

② 参考になる情報やデータの収集（実課題に関係する調査報告、統計データ、

論評、過去の経緯等を収集し要点を整理する） 

③ フィールド調査の実施（アンケート調査やヒアリング調査、市民活動への参

加を通じて、市民や産業界が真に求める施策や地域が活性化するための方策

を検討し実際に活動する） 

④ 報告書の作成と発表（調査検討を通じて得られた知見をもとに報告書の作成

を行うとともに、行政当局、市民団体、企業等の関係者、市民に対して活動

報告を行う） 

の４つのステップで構成されるが、課題の選択、活動の内容等によって具体的な方法は様々

なものになる。それについては「4.2 取組結果の概要」を参照されたい。 
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第２章 平成25年度取組の経過 
 

2.1 本年度取組の経過 

 平成25年度の「学生による地域活性化プログラム」の主な実施経過は、次のとおりであ

る。 

＜平成25年度取組の経過＞ 

4月18日 
平成25年度第1回地域活性化プログラム運営部会開催（以後、毎月1

回開催） 

5月16日 平成25年度第2回地域活性化プログラム運営部会開催 

6月6日 平成25年度第3回地域活性化プログラム運営部会開催 

6月26日 
平成25年度第1回地域活性化プログラム推進協議会開催 

於：長岡大学 

7月11日 平成25年度第4回地域活性化プログラム運営部会開催 

9月12日 平成25年度第5回地域活性化プログラム運営部会開催 

9月17日 中間レビュー：村山ゼミ 

9月30日 中間レビュー：吉盛ゼミ 

10月10日 平成25年度第6回地域活性化プログラム運営部会開催 

10月15日 中間レビュー：高橋ゼミ 

10月22日 

10月29日 
中間レビュー：米山ゼミ 

10月26日 

10月27日 
悠久祭（大学祭）において、地域活性化プログラムの活動を紹介 

10月29日 中間レビュー：広田ゼミ 

11月14日 平成25年度第7回地域活性化プログラム運営部会開催 

11月29日 中間レビュー：鯉江ゼミ 

12月4日 中間レビュー：權ゼミ 

12月14日 
地域活性化プログラム平成25年度成果発表会開催 

於：ホテルニューオータニ長岡 NCホール 

12月18日 
平成25年度第2回地域活性化プログラム推進協議会開催 

於：長岡大学 

1月16日 平成25年度第8回地域活性化プログラム運営部会開催 
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2.2 平成 25 年度の学生による地域活性化プログラム取組ゼミ 

 本年度は７ゼミ、1 チームの計 8 取組が実施された。各取組の活動報告については「第

５章 取組結果のまとめ」を、学生が作成した成果報告については「第Ⅱ部 学生による

活動報告」を参照されたい。 

 

＜取組ゼミとテーマ＞ 

ゼミ名 テ  ー  マ 

村山 光博 ゼミ 企業の情報発信とホームページの役割 

米山 宗久 ゼミ 
高齢者の買い物支援 

―地域のつながり再構築― 

広田 秀樹 ゼミ 
グラスルーツグローバリゼーション 

―草の根・地域からの地球一体化推進― 

鯉江 康正 ゼミ 新潟県内のまちの駅の情報発信と地域への影響調査 

權  五景 ゼミ 十分杯で長岡を知らせよう！ 

高橋 治道 ゼミ 
地域の魅力発信による絆結び 

―神谷の魅力をつなげ・ひろげる― 

吉盛 一郎 ゼミ 長岡市東山地域の自然、歴史、文化をエコウォークで楽しむ 

小千谷活性化 

プロジェクトチーム 
小千谷市中心市街地活性化のための若者による提言 

  （注）ゼミの順序は、成果報告会発表順および「第Ⅱ部 学生による活動報告」の掲載

順である。 
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2.3 平成25年度の推進体制 

 平成25年度の『学生による地域活性化プログラム』の推進体制は、次のとおりである。 

 

＜総合アドバイザー＞ 

所  属 職  名 氏 名 

長岡市市長政策室政策企画課 課長  渡辺 則道 

株式会社品川鋳造 会長  品川 十英 

 

＜地域連携アドバイザー＞  

所  属 職 名 氏 名 

市民協働部市民協働推進室 主任 木村 圭介 

まちの駅ネーブルみつけ 駅長 中川 一男 

株式会社たかの 取締役会長 高野 雅 

株式会社たかの 元常務 樋熊 捷平 

長岡歯車資料館 館長  内山 弘 

ながおかまちの駅 駅長  太刀川 喜三 

神谷地区 区長  白井 湛 

NPO法人ながおか生活情報ねっと 理事長  桑原 眞二 

自営 ITコンサルタント  David Boudreau 

コミュニティ・リーダーズ・ 

ネットワーク 

代表  大出 恭子 

NPO法人長岡産業活性化協会ＮＡＺＥ 情報化コーディネーター  杉浦 聡 

市長政策室政策企画課 主査  林 智和 

財団法人長岡市企業公社 東山ファミ

リーランド 長岡市営スキー場 
施設長  和田 行夫 

長岡東山フェニックスグループ 長岡

市営スキー場 東山ファミリーランド

東山テニス場 八方台いこいの森 

施設長  桑原 一頼 

福祉保険部長寿はつらつ課 主査  綿貫 哲夫 

社会福祉法人長岡市社会福祉協議会

本部事務局 地域福祉課 
課長 本間 和也 

＜学内推進委員＞ 

 学  長 教 授 内藤 敏樹 

運営委員長 教 授 鯉江 康正 

ゼミ担当教員 准教授 權 五景 

ゼミ担当教員 教 授 髙橋 治道 

ゼミ担当教員 教 授 広田 秀樹 

ゼミ担当教員 教 授 村山 光博 

ゼミ担当教員 教 授 吉盛 一郎 

ゼミ担当教員 准教授 米山 宗久 
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第４章 取組結果のまとめ 

 平成25年度長岡大学「学生による地域活性化プログラム」のまとめとして、取組成果と

今後の課題、各取組の概要を整理しておく。なお、各取組の詳細な内容は「第Ⅱ部 学生

による活動報告」を参照されたい。 

 

4.1 取組成果と今後の課題 

本プログラムは学生の社会人基礎力、企画・提案力の開発と地域活性化への貢献を目指

すものである。ここで本年度の成果と今後の課題を簡単にまとめておく。 

①取組に熱心に参加した学生については、社会人基礎力のうち、アクション力とチーム

ワーク力はかなり向上したと思われる。また、シンキング力については、教員評価で

はその成長度合いが他の２つの「力」よりも低かったものの、提案（地域活性化ＧＰ

の主たる目的）から実際の活動にウエイトを変えたことにより、自分たちで考えて行

動する力の成長は数値以上にみられた。 

②専門的技法の活用能力についても、活動の中心となっている学生は真剣で成長がみら

れたが、基礎調査や情報処理が苦手な学生もおり、彼らをどのようにして取組に積極

的に参加させ能力アップを図っていくかの方策の検討が必要であろう。 

③地域活性化への貢献については、アンケートやヒアリングの実施、地域イベントへの

参加、ボランティア活動への参加を通して、かなり満足のいく結果が得られていると

感じている。また、今年度の成果としては、取組７年目のゼミも多く、学生が調査の

進め方をかなり身につけてきている点があげられる。しかしながら、非常に積極的に

地域に入り込み活動していく学生がいる一方で、自主性という点についてはまだまだ

足りない面も見られる学生がいることは事実である。大学である以上、４年生は卒業

していくことになるので、３年生が次の３年生にどう活動を伝えていくかが重要なポ

イントになると思われる。なお、今年度から２年生の参加が認められ、少人数ではあ

るが初年度としてはある程度の成果が得られた。次年度以降も２年生の参加を促し、

学生が早期から地域の実課題にじっくりと取り組める環境を整えていきたい。 

⑤一部のゼミでは次年度の活動について議論を始めており、実際に街へ出て活動しよう

という機運も見られる。次年度以降も取組が継続されるため、地域社会からの応援を

お願いしたい。１年間お世話になった皆様、ありがとうございました。今後とも、ご

指導、ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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4.2 取組結果の概要 

 以下、本年度の取組結果の概要をパネルで紹介して、第Ⅰ部のまとめとしたい。 

 

ゼミ名 テーマ 

村山光博 ゼミ 企業の情報発信とホームページの役割 

米山宗久 ゼミ 高齢者の買い物支援 ―地域のつながり再構築― 

広田秀樹 ゼミ 
グラスルーツグローバリゼーション 

  ―草の根・地域からの地球一体化推進― 

鯉江康正 ゼミ 新潟県内のまちの駅の情報発信と地域への影響調査 

權 五景 ゼミ 十分杯で長岡を知らせよう！ 

高橋治道 ゼミ 地域の魅力発信による絆結び ―神谷の魅力をつなげ・ひろげる―

吉盛一郎 ゼミ 長岡市東山地域の自然、歴史、文化をエコウォークで楽しむ 

 

※今年度から認められた２年生の学生を含む学生有志、小千谷活性化プロジェクトチ

ームによる「小千谷市中心市街地活性化のための若者による提言」については、今

後も取組を継続し、次年度の活動報告書でまとめて報告させていただく予定です。 
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◆村山 光博ゼミ：企業の情報発信とホームページの役割
◆米山 宗久ゼミ：高齢者の買い物支援 ―地域のつながり再構築―
◆広田 秀樹ゼミ：グラスルーツグローバリゼーション ―草の根・地域からの地球一体化推進―
◆鯉江 康正ゼミ：新潟県内のまちの駅の情報発信と地域への影響調査
◆權　 五景ゼミ：十分杯で長岡を知らせよう！
◆高橋 治道ゼミ：地域の魅力発信による絆結び ―神谷の魅力をつなげ・ひろげる―
◆吉盛 一郎ゼミ：長岡市東山地域の自然、歴史、文化をエコウォークで楽しむ
◆小千谷活性化プロジェクトチーム：小千谷市中心市街地活性化のための若者による提言（鯉江 康正）

【総評】　長岡市市長政策室政策企画課長 渡辺 則道 氏
　　　　株式会社品川鋳造会長 品川 十英 氏

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成22222222225555555555555555555555555年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成 会会会会会成成成成果果果果果果果成成成成成果果果果果果発発発発発発発発発発発発発果果発発発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表発発発発発発発発発発発発発表表表表表表表表表表表表表表表表表会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会表表表表会会会会会会会会会会会会会会表表表会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

平成25～29年度文部科学省「地（知）の拠点整備事業」（大学COC事業）採択
長岡地域〈創造人材〉育成プログラム

※ホテル及び周辺駐車場は有料駐車場のみです。公共交通機関をご利用ください。

※ご登録いただいた個人情報は、本学規定に従って厳正に管理します。

〒

ホテルニューオータニ長岡
「NCホール」

13：00～17：00（受付開始 12：30）
平成25年 12月14日㊏

250名
申込締切／12月6日㊎

入場無料入場無料

日日 時時日 時

会会 場場会 場

定定 員員定 員

FAX：0258-39-9566
TEL：0258-39-1600
〒940-0828 長岡市御山町80-8

http://www.nagaokauniv.ac.jp
e-mail：porev@nagaokauniv.ac.jp

長岡大学教務学生課
地域活性化プログラム担当：恩田

お問い合わせ・お申込み

氏 名

住所・連絡先

電話番号

E -ma i l

会 社 等

Ｆ Ａ Ｘ

プログラム

◆主催／長岡大学
◆後援／長岡市・長岡市教育委員会・長岡商工会議所
 公益財団法人 にいがた産業創造機構
 NPO法人 長岡産業活性化協会NAZE
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